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第8章 結 章

大正期 を中心 とす るデ モ クラ シー期 の 『婦 人之 友』 誌 読 者層 が求 めた住 生活 改 善 の特 徴

は大 き くつ ぎの3点 に ま とめ る こ とがで きる。

第1点 は,洋 風 住宅 へ の あ こがれで あ る。

第2点 は,家 事 労働 の能 率 化 ・合理 化 を求 めて い る ことで あ る。

そ して第3点 は,何 よ りも家族 の 日常 生活 が よ り快 適 にお こなわれ るよ うに腐心 して い

る ことで あ る。 なかで も,こ の家族 の 日常 生活 を大 切にす るとい う考 え方が,『 婦 人之友』

誌 読 者 の人 きなね が いで あ った。 西 山夘 三の指摘 す る よ うに,ト 流 を望む姿勢 も強 か った

に ちが いないが,そ れ以 上 に家族 の 日常 生活 を快 適 な もの に しよ うとい う気持 ちは強 か っ

た。 もち ろん この時代 には,家 父長 的 な イエ制 度 は厳 然 と して存 在 して いた ので あ り,夫

婦 も対 等平 等で あ った わ けで もな い し,民 主的 な家族 関係 が確 立 して い たわげで もない。

あ くまで もその枠 の なかで で は あ るが,そ れ まで の専制 君 主的 な 夫と絶 対服 従 の妻,近 寄

り難 い 父親 の姿で は な く,夫 婦 は仲 睦 ま じく,親 子 は 「打 ち寄 って談笑」 す るよ うな,明

る く朗 らか な家庭 像 を求 め て い るので あ り,そ れ ぞれ の 立場 の なかで,と りわけ 「}モ婦 」

と子 ど もとが精 い っぱ いに主体 的 に 自治的 に生活 す る家庭像 を求 め て い るので あ る。

家族 の 日常 生活 を快 適 な もの にす るた め に,『 婦 人 之友』 誌 読 苔が具体 的 に求 めた住 生

活 改善 の視 点 は,① 家族 本位 志 向 とオ リエ ソテー シ ・ソの問題,② 家 族 の 日常 生活空 間 と

接 客空 間 の分離 の問題 ③ 起 居様 式 の問題 に大別で きる。

それぞ れ の問題 につ いて の分 析結 果 を ま とめて お く。

1.家 族 本 位 志 向 と オ リエ ソテ ー シ ョ ソ

1.『 婦 人 之友』 誌 読 者 の 日照 に関す る意識 は高 く,専 門家 に よ る衛生的 な提 唱 を積極的

に受 げ とめて い る。

2.大 正 時 代 の なかば以 降,家 族 だ ん らんが提 唱 され るなかで,食 事空 間 のだん らん空 間

化 を進 め,そ れ と同時 に南面化 を進 めて い る。

3.私 室空 間,台 所 な ど,家 族 の 日常 生活空 間 の 南面化 をすすめて い る。 一部では あ るが,

接 客 空間 を北面 に と る もの もでて くる。

『婦 人之友』誌 読者 に と って,だ ん らん空 間,私 室空 間,台 所 な ど,家 族 の 日常 生活空
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間 に 関 す る 日照 の 要 求 は 切 実 な もの で あ っ た 。 「洪 水 の や ふ に 日光 を導 く」(1922.11.P

109)と い う表 現 もみ られ,日 照 へ の 強 い あ こが れ が わ か る。 『婦 人 之 友 』 誌 読 者 が 設 計 し

た住宅 の平面図には,家 族 の 日常生活空 間 に 日照 が得 られ るよ うに,① 縁 側 を多用 した り

② 軸 を45度 振 った り,あ るいは③ 二階建 て に した りと,工 夫 を して い る。 さ らに,一 部

ではあるが接客空間 を北面 に とった もの もみ られ る。格式尊重 や接客重視 の考 え方が強か っ

た時代 に,家 族 の 日常生活空 問 を南面 させ,接 客空 間 を北面 に とるとい う 『婦人之友』誌

読者 の積極的 な姿勢 があ きらかにな った。

2.家 族 の 日常 生 活 空 間 と接 客 空 間 の分 離

1.『 婦 人之友』誌 読者 の,通 り抜 け を廃 して部屋 の独 立性 を求 め る とい う要望 は強 いが,

家 族 員個 々人 の プ ライバ シー確 立 の要望 はみ られ ない。

2.む しろ 『婦人之友』 誌 読 者 の設 計 した住 宅 の平 面 図 には,家 族 の 日常 生活空 間 と接 客

空 間 を分離 しよ うと した もの が多 い。 「公(家 族 共用 の空 間+接 客 空 間)と 私(私 室空

間)の 分 離」 とい うよ りは,「 ソ ト(客+使 用 人)と ウチ(家 族)の 分 離」 を望 んで い

た こ と が わ か る。

3.し か し,そ れ は客 へ の体 面 を最 も重 視 して とい うので は な く,家 族 員以外 の もの か ら

家 族 の生活 を守 る とい う考 え方の あ らわれで あ る。

接 客空 間 を玄 関脇 に設 けて,玄 関 の扱 い に工夫 を して,家 族 の 日常 生活 空 間 と接 客空 間

を分離 しよ うと した ことは,一 定 の客 が家族 の 日常 生 活空 間 へ入 る ことを避 け よ うと した

もので あ り,家 族 員以外 の もの か ら家族 の生活 を守 ろ うと した もので あ る。 『婦 人 之友』

誌 読者 の設 計 した住宅 の平面 図 には,複 数 の接 客空 間 を もつ もの は3例 しかみ られず,北

面 の接客空 間 もあ る。 二 の間 ・三 の間 な どの座 敷 前室 を備 えた接 客 本位 の住宅 と比 べ ると,

接 客 空 間 は面積 的 に も縮 小 され て い る。 これ らの ことか ら考 えて も,こ の時 代 には客 への

体 面 を何 よ りも重視 して とい うので は な く,家 族 の生活 を大切 に しよ うとい う考 え方 か ら

家族 の 日常 生活空 間 と接 客空 間 を分 離 しよ うと した ことが わ か る。

3.起 居 様 式

1.建 築 の専 門家 の記述 で は,す くな くと も大正 時 代 中期 まで は和 洋折 衷住宅 よ りも純粋
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な洋 風住宅 を よ しとす る もの が多 い。

2.『 婦 人 之友』 誌 読 者 の記述 には洋 風住 宅 への あ こがれ がみ られ るが,同 時 に性急 な洋

風化 への躊 躇 もあ る。接 客空 間 には積極 的 に洋 風 を と り入 れて い るが,だ ん らん空 間 や

私室空 間 には和 室 も望 んで い る。

3.明 治時 代 の お わ りか ら大 正時 代 の は じめ まで は,『 婦 人之 友』 誌読者 の設計 した住宅

の平面 図 には〈和室住宅 〉が,専 門家 の設計 した住宅 の'F面 図 には 〈洋室住宅 〉が 多か っ

た が,大 正 時 代 の中期 ごろか らは どち らもく混 在住宅 〉が 多 くな る。

洋風 化 を進 め よ うとす る専 門家 の提 案 に対 して,『 婦 人之 友』 誌 読者 の方 は現実 の生活

に柔軟 に対応 しよ うと して い る。 洋風住宅 にあ こがれ,接 客空 間 には好 んで これ を と り入

れ るが,だ ん らん空 間 や私 室空 間 ・予備室 な どには和 室 も志 向す るとい う 『婦 人之友』 誌

読 者 の現実 的 な対 応 が,専 門家 の設計 に も影 響 をお よぼ して い った。

これ らの こ とか ら,「 あ りた き」住宅様 式 と して存 在 して いた 「居 間 中心 型」住 宅様 式

が その ままのかた ちで は定 着 せず,昭 和 時代 に入 って 「中廊 下型」住宅様式 を基 本 に した

融 合型 の住宅 様 式 が定 着 して い った理 由につ いて考察 す る。

木村 徳國 は,「 居 間 中心 型」住 宅様 式 と 「中廊 下型 」住宅 様 式 の 普及 に と もな う 「様 式

の弛緩 」 に よ って,「 居 間 中心 型 」住 宅様 式 と 「中廊 下型」 住宅 様 式 とが融 合す るのは,

両 住宅 様式 の社 会 的発 展 で あ ると説 明 して い るが,大 正 期 を中心 とす るデモ クラシー期 の

『婦人之友』 誌 に掲 載 され た住宅平面 図や住 生活 関連記 事 を分析 した結 果,「 居 間 中心型」

住宅様 式 は,当 時 の都 市 「中流」 階層 の人 々 の生活実態 や住 要 求 にそ った もので はなか っ

た ので,受 け入 れ られ に くか った とい うことが あ きらか に な った。

具体 的 には,建 築 の専 門家 が提 唱 した 「居 間 中心型 」 住宅 様 式 の,各 室 の起居様 式の問

題 や オ リエ ソテー シ ョソの問題,家 族 の 日常 生活空 間 と接 客 空 間 の分離 の問題 な どが,当

時 の都市 「中流」 階層 の人 々の 日常生 活 の実態 や住 要求 にそ った もので は なか ったので,

受 け入 れ られ に く く,「 居 間 中心 型」 住宅様 式 がその ま まの かた ちで は定 着 せず,「 中廊

下 型」住宅様 式 を基 本 に した融 合型 の住宅様 式 が定 着 して い った もので あ る。

まず,椅 子 式 の導 入 の問題 につ いて の建 築 の専 門家 と 『婦人 之友』 誌 読者 との考 え方 の

違 いをみ る と,つ ぎの とお りで あ る。

建 築 の専 門家 は椅 子 式 の導 入 には,こ とに積極 的 だ った よ うで あ る。

建 築学 會 は,1903(明 治36)年 に講演会 を開 いて,日 本 の家屋 を改良す るには専 門家 が寄 っ
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て椅 子式 の標 準住宅 を開発 し,国 民 を引 っ張 って坐 式 の習慣 を改 め させ なけれ ば な らない

と して,具 体 的 な方法 について議論 し,そ の過 程 を建 築 雑誌 に掲 載 して い る。

また,同 じ く建 築学 會 が,1922(大 正11)年 の 「平和 記 念 東京博覧會」 に実用 的簡 易住 宅

14棟 の実 物 展示 をお こな った 「文化 村 」 の出品 要項 に も,居 間 ・客間 ・食堂 は必 ず 椅子 式

に,と い うことが うた われて い る。

さ らに,第 一・次 世界大戦後 の生活 困難 が社 会 問題 にな って きたので,こ れ を家庭 生活 の

合理 化運 動 に よって 立て なおそ うと して,1920(大 正9)年 に設 立 され た,文 部 省 の外郭 団

体 生活 改 善同盟會 も椅子式 を提 唱 し,具 体 的 な指 導 を して い る。

『婦 人之友』誌 で も,建 築 の専門家 は椅 子 式 の部屋 の 多 い洋風の郊外 型 一 戸建 住 宅 をた

くさん提 案 して お り,啓 蒙的 な記事 の な か に も,た だ ちに,生 活 全体 を洋 風化 す る ことが

よい とい う論 調 の ものが多い。

これに対 して,『 婦 人之友』 誌読者 の 方 も洋風 の郊外型一戸建住宅 へのあ こがれは強 か っ

た よ うで はあ るが,た だ ちに,生 活 全体 を洋 風 に して しま うことには ため らいが み られ,

接 客 室 には洋室 を,家 族 のだん らん空 間 には和 室 を とい う具合 い に,部 屋 の用途 に よ って

洋 室 と和 室 とを選 び分 けて い る。 洋風 へ の あ こがれ を接 客空 間 に体 現 して,家 族 の 日常 生

活 には現実的 に対応 しよ うと した もの と考 え られ る。

住宅 全体 の広 さや家 具 の購 入代金 の問題,部 屋 の融通 性 や転用性 の問題 な ど も絡 んで い

た とは思 わ れ るが,雨 戸 を廃 して窓 ガ ラ スを と りい れ た り,台 所 の改善 な どに関 して の

『婦 人之 友』 誌 読者 の熱心 な対応 の姿勢 をみ る と,必 ず しも消極的 なため らいで は な く,

家 族 だん らん の空 間 と しては和室 が使 いやす い,私 室 で あ って も 「子供 室」 には洋室 が よ

いが,「 老人室 」 や 「寝室 」 には和室 が使 いやす い とい う毎 日の生活 の なかか らの実感 を

率 直 に表現 した ものだ と考 え られ る。

また,だ ん らん空 間 や接客空 間 の考 え 方や と り方 に も,建 築 の専 門家 と 『婦 人之 友』 誌

読者 とで は考 え方 に違 いがみ られ る。

建 築 の専門家 は,伝 統 的 な和 風住宅 の格 式性 を批 判 し,ま た,親 しい客 を家 族 の なか に

積極的 に招 じ入れ るとい う考 え方か ら,住 宅 の中心 に広 い洋室 の 「広間」 や 「居 間」 を も

つ住宅 を提 唱 し,こ こを家族 の だん らんの場 で あ る とと もに,親 しい客 を迎 え入 れ る場 と

も したので あ る。 実際 に,上 述 の 平和 記念東 京博 覧會,文 化 村 の出品作 品 も,14例

中12例 まで が 「居 間 中心 型」住宅 で あ った。

と ころが,『 婦 人之友』 誌読者 に とって,伝 統 的和 風住 宅 の格式性 の批 判 は充分 に受 け
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入れ られ た が,家 族 の だ ん らん と接 客 とを同室 で お こな うとい う考 え方は受 け入 れ られ な

か った よ うで あ る。

伝統 的 な和 風住宅 の格 式性 を批 判 し,家 族 だ ん らん空 問 を大 切にす るとい う考 え方は,

『婦 人 之友』 誌 読 者 の なか に も広 く普及 して いた よ うで,『 婦 人之 友』 誌 読者の設計 した

住宅 には,家 族 だ ん らん空 間,な かで も食事 の空 間 を確 立 し,こ れ を南向 きに とろ うとす

る ものが多 く,昭 和 時 代 には い る と 「居 間」 と 「茶 の間」,「 居 間」 と 「食 事室」 な どの

かた ちで複 数 の家 族 だん らん空 間 を とろ うとす る もの もみ られ るよ うにな る。 洋風 にあ こ

がれ なが ら も,南 向 きの 「食事室」 に こだわ る 『婦 人之 友』 誌読者 の姿勢 は注 目に値す る。

しか し,『 婦 人 之友』 誌 読者 の設計 した住 宅 には,接 客 空 間 を もた ない もの は ほ とん ど

な い。 専用 の接 客空 間 を もって い る。 それで も,明 治 時 代 前期頃 まで の 書院造 り住宅 の よ

うに,「 次 の間」 な どを もった広 い 「座 敷」 とい うの で は な く,北 向 きの玄 関脇 の部屋 で

あ るとい うと ころに この時 代 の特徴 が あ る。 洋室 の接 客空 間 が 多 い とい うこと もあ るの だ

ろ うが,接 客 空 間 を何 よ りも重視 して とい うので は な く,む しろ家 族 だん らんの空 間 に家

族 以外 の者 を入 れ ないた めの配 慮 だ った と考 え られ る。 親 しい客 を家族 ぐるみで迎 えて,

家 族 のだ ん らん空 間 の なか に積極 的 に招 じ入 れ る とい うよ うな社 会的 な風潮 一交友艮1係

が 般 化 して は い なか った こ と,私 室 の確 立 が充分 には 出 来て いな か ったので,家 族 だ ん

らんの空 間 が い ろい ろ雑 多 な機 能 を担 って いた ことな どがそ の原 因 だ と考 え られ る、、

建 築 の専 門家 が提 唱 した住 宅様式 は,欧 米 の小 住宅 を模範 と して,こ れ か らの あた ら し

い住宅 の あ り方 を積極 的 に提 案 した もので あ ったが,住 生活 とい うもの は物理 的 な物 の か

た ち を変 えた り,配 置 の仕 方 を変 えた りす るだげで は な く,人 々 の住居 観 は もち ろん生活

の仕 方 一いわ ゆ る ライ フス タイル まで の見 なお しを迫 る もので あ るか ら,ほ ん と うに 日常

生活 に密 着 し,住 要 求 に沿 った もので,生 活 を歴 史の 発展 方 向へす す め る もので なけれ ば

普及 ・定 着 しない。

「居間 中心 型」住宅様 式 は,洋 風 の郊外 型一 戸建住宅 へ のあ こがれ を体 現 しては いたが,

当時 の都 市 「中流階層」 の人 々は それ と同 じ くらい,あ るいはそれ以 トに家族 の 日常 生活

が快 適 にす ごせ る ことを望 んで いたので あ る。

特 別 に 目あ た ら しい提 案 が あ るわけでは ないが,専 門家 に よ るい ろい ろの提 唱 を的確 に

受 け とめ なが ら も,そ れ らを家族 の 日常 生活 の快 適 性 とい う視点 で取捨選択 し,伝 統 的 な

住 生活 の なかか らその時 代 に受 けつ ぐもの をみ きわ め,提 案 の なかか ら現在 の 自分 た ちの
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生活 に と り入れ る ものを峻 別 して い る。 そ して何 よ りも,こ う した ことを積極 的 に発 言 し,

経 験 を交 流 しなが らあた ら しい生活 を模 索 し,あ た ら しい都 市住宅像 を形 成 して い る こと

に注 目 した い。 日常 生活 の なかで検 証 され た 『婦人 之友』 誌 読者 の生活経験 の交 流 が,あ

た ら しい住宅様 式 を創 りだす道 につ なが ったので あ る。

-156一


